
農林水産省（生産局）の組織再編概要
～種苗・特産農作物生産対策関係組織について～

農林水産省は、平成20年８月１日付けで生産対策を担ってきた生産局の耕種部門について、これまで
の作目別を基本とした課編成から、コスト縮減、新技術の移転・普及、環境対策の推進等作物横断的な
課題や品目間の連携をより重視した課編成に見直されました。
本稿では、その概要を、種苗行政及び特産農作物行政部門に焦点を絞ってご紹介します。

１．生産局の課編成の再編と所掌事務（耕種部門）
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行政情報

再編前の課編成 再編後の課編成と所管業務

農産振興課 農業生産支援課
・農業生産に関する総合的な政策の企画・立案、及び、
肥料・農薬・農業機械等農業資材の低減のための対策
並びに鳥獣対策等の品目共通的施策を所掌

生産技術課 技術普及課
・農業生産基盤として重要な技術面での支援のため、先進
的技術実用化の実証と生産現場への普及を一体的に所掌

園芸課
農業環境対策課
・農業環境規範の策定など環境保全に資する農業生産に関
する企画・立案、環境負荷の低い農業生産方式の導入、
土作りに資する緑肥及び堆肥の生産振興等を所掌

特産振興課
生産流通振興課
・新たな経営所得安定対作や補助金の交付金化等を踏まえ、
品目間の連携をとった農産物別の生産・流通の振興対
策を一括して所掌

種苗課 知的財産課
・農林水産・食品分野における、知的財産の活用に関する

（経営局） 総合的な政策の企画・立案及び、農林水産省が所掌する
普及・女性課 知的財産である育成者権制度、併せて関係の深い種苗対

策（桑苗、飼料作物種苗を除く）を所掌



２．知的財産課
知的財産課においては、稲・麦を含め種苗対策全体を所掌することとなりました。（桑苗及び飼料作物

の種苗を除く。）

特産種苗 創刊号
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知的財産課長

総務班

知的財産企画班
知的財産保護・活用係 知的財産一般の保護、活用促進の施策の企画立案
育成者権保護・活用係 育成者権の保護、活用促進のための施策の企画立案
地域ブランド係 地域ブランドに関する施策の企画及び調整

種苗産業班
種苗産業係 種苗の生産・流通に関する技術振興、指定種苗の取締り

種苗産業の指導
種苗生産係 種苗の生産・流通・消費の増進

(独)種苗管理センターの指導監督

国際企画班
国際企画係 知的財産に係る国際関係事務の企画、調整
海外情報係 植物の新品種の保護に関する国際条約

知的財産に係る海外情報の収集・整理

生産専門官

知的財産専門官

国際専門官

審査室長
審査運営班

審査運営係 品種登録に係る審査基準作成
審査に必要な情報の収集・整理

審査業務係 品種登録に関する審査、出願・補正、品種登録簿への記載
・記載事項の管理

総括審査官
審 査 官
審査専門職



３．生産流通振興課（特産農作物対策関係）
従来、生産関係業務は、農産振興課、園芸課、特産振興課の３課体制で執行していましたが、今回の

組織再編において「生産流通振興課」に統合、作物ごとの市場情報や需給動向を一元的に収集・分析出
来る体制に再編され、特産農作物の生産対策も同課で所掌されることとなりました。

－39－

生産流通振興課長

総務班
企画班

土地利用第１班
稲係
麦係 麦の生産・流通及び消費の増進、改善及び調整、はとむぎその他の新作物に関すること

土地利用第２班
大豆係 大豆の生産、流通及び消費の増進、改善及び調整
雑豆係 雑豆・落花生の生産、流通及び消費の増進、改善及び調整

土地利用第３班
甘味資源作物生産振興係 甘味資源作物の生産・流通及び消費の増進・改善及び調整、経営の改善
甘味資源作物調整指導係 甘味資源作物に係る調整、甘味資源作物及び国内産糖交付金に関すること
いも類生産振興係 いも類の生産・流通及び消費の増進・改善及び調整、経営の改善

価格調整班 砂糖類・でん粉等の基準価格等の決定、需給の総合調整、国際機関等との連絡調整等

加工第１班 国内産糖の生産、国内産糖に係る経営改善・調整、甘味資源作物取引の指導及び勧告等

加工第２班 でん粉の需給調整、でん粉・関連製品の生産・流通・消費の増進・改善・調整等

園芸生産第１班
園芸生産第２班
需給調整第１班
需給調整第２班
価格班

流通加工対策室

花き産業振興室

特産農作物対策室
特産振興第１班

地域特産係 雑穀及びい草・畳表の生産・流通及び消費の増進・改善及び調整等
蚕糸業振興係 蚕糸の生産・流通及び消費の増進・改善及び調整等

特産振興第２班
茶振興係 茶の生産・流通及び消費の増進・改善及び調整、経営の改善等
工芸係 工芸農作物（てん菜、さとうきび、い草・畳表を除く）の生産・流通及び消費の

・改善及び調整


